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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　版、文部省、1927年、通称、黒表紙）。
　　　　　　　°・はじめに　　　②r尋削岸算術』（第四期国定教科書文部

　本稿の課題は、現行の算数教科書における分　　　省、1935～1940年、通称、緑表紙）。

数の導入過程を明らかにし、現在の実践と研究　　③　　「授業書〈量の分数〉第1部　量分数の大

の到達点からそれに対する評価を行なうことに　　　きさとその解説」（新居信正著、仮説実験授業

ある。そのために、まず、既存の教科書、指導　　　研究会編『科学教育研究』Nα5、国土社、1971

プランの検討を通して分数の導入に関する諸問　　　年）。

題を整理し（第1章）、学習指導要領・指導書お　　④　授業書「新しい数一分数」（大田邦郎著、北

よび算数教科書を対象に分数の導入過程を分析　　　海道大学教育学部教育方法学研究室編『教授

した（第2章）。そして、おわりに、第1章での　　　学研究シリーズ』第3号、1978年）。　　　　　　，

考察を踏まえて、第2章での分析結果に対する　　⑤　『わかるさんすう4（改訂版）』（遠山啓監

評価を行なった（第3章）。　　　　　　　　　　　　修、むぎ書房、1980年）。

　なお、本稿では、1、2－（3）を大橋が、2一　　⑥　『国土社の算数えほん《分数》1．分数っ

（1）（2）、3を岡野が、主として執筆した。　　　　　　てなんだノ』（新居信正・荒井公毅著、国土社、

　第1章において検討する教科書および指導プ　　　1989年）。

ランは次の通りである（ただし、検討の順序は　　　現行の算数教科書については、すでに銀林浩

ここで掲げた順序とは異なる）。　　　　　　　　が詳細な分析を行なっているが（1）、ここでは、銀

①『尋常小学算術書』（第三期国定教科書改訂林が次のように述べていることに注目したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「普通、小学校の算数は、数学教育協議会（A

＊新潟大学教育学部附属教育実践研究指導セン　　　MI）の影響もあって、学習指導要領も少し

　ター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずっは改善されてきたし、それにもとつく検
＊＊V潟大学教育学部研究生　　　　　　　　　　　　定済教科書も……よくなってきたと思われて
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　いる。しかし、そのよくなってきたところを　①割合
　よく見ると、いずれもきわめて中途半端で　　 ②一操作
　あって、首尾一貫していないのである。その　　　③一量

　ために、折角の部分的改善が生かされず、場　　　　①の割合というのはA、Bという2つの数

　合によってはかえって生徒の頭の中に矛盾と　　　（自然数）があたえられたとき、それを“比

　混乱を惹き起こしかねない」（2）。　　　　　　　という立場からながめる”ことにすると、A

この記述によれは現在の算数教科書の性格　を1とみたら、Bは長となる。このことを基

について、さしあたり次の2点を確認すること　　　礎にして分数をとらえさせようというのであ

ができるだろう。（1）伝統的な算数教育の教育内　　　る。これがいわゆる“割合分数”といわれる

容・方法を基盤としている。（2）そこには、数学　　ものである」。

教育協議会の研究成果が部分的に摂取されてい　　　「つぎに操作としての分数である。これは割

る。目的設定との関連では、（1）は「日常生活に　　　合分数とよく似ていて、ある場合にははっき

必要な数量的知識を教える」という立場であり、　　りと区別できないほどであるが、その力点の

（2）は「学問としての数学を教える」と・・う立場　おき方はちがっている．それ1号を×号とし

である・第1章で検討する教科書・指導プラン　てとらえる．ところでこの×号は÷3×2を

のうち、①②については（1）の観点から、③～⑥　　　1回の操作とみなしたものなのである」。

については（2）の観点から、それぞれ選択された　　　「これらの立場に比較すると、量の分数はは

ものである。　　　　　　　　　　　　　　　　るかにしぜんで、子どもにとって理解しやす

　なお、銀林による教科書分析のうち、本稿の　　　い。それは、まず連続的な外延量の抽象的な

内容に関連する部分については第2章において　　　表現として分数（もしくは小数）を定義する。

検討する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　それは加法や乗法の演算から切り離して分数

　　　　1・分数の導入に関す欄題　嫁響讐1廉錨芝1瀦

1－（0）分数の意味付けに関する予備的考察　　　　なすのである」。

　分数の導入に関する問題を見ていくにあた　　　本稿においては、この遠山による意味付けを、

り、まず、分数の意味付け・説明に関わる言葉　　「割合分数」、「操作分数」、「量の分数」に関し

の意味内容をはっきりさせておく必要があるだ　　て、採用することとする。

ろう。この点について、大田邦郎は次のように　　　また、大田邦郎は、小学校における分数指導

述べている。　　　　　　　　　　　　　　　　の問題点を分析するなかで、次のように、「分割

　「分数には二つの意味があり、したがって分　　分数」という意味付けを指摘している（［］内

数には二っの定義が考えられる．号を伊0には引用者）．

とってみると、r1を3等分した2つ分が号』　「58年指導要領の最大の欠陥のひとつとも言

であり・同時にr2の3等分が号』である．　えるr割合分数』カ㍉r学力テスト』によって

　前者を『分割分数の論理』そして後者を『商　　　文部省みずからの手で破産を宣告され、68年

分数の論理』とよぶことにしよう」（3）。　　　　　指導要領では、比としての『割合分数』から、

　ここでは自然数の演算との関係で分数の意味　　　『端数部分などをあらわす』量分数に近づき

を説明している。このような‘数としての分数’　　つつある。

の意味について、遠山啓は次のような意味付　　　　しかし、教科書は調べた限り『a等分した
け・説明をしている（駕　　　　　　　　　　　　　ひとつ分が÷、b個分が吾』という『分割分

　「分数の説明の方法は、細かくわけると、多　　　数』によって分数を導入している。この『分

種多様になるが、大別すれば、三種類になる。　　割分数』は『割合分数』なのかそれとも『量
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　分数』なのか、論議となる問題だが、等分割　　　ヲ用ヒテ之ヲ授クベシ」（6）。

による÷でも、（1）図のように國ま省略陛　ここでの分数の議について、遠山は「分数

　準とする量があいまいなものと、（2）図のよう　　を操作として見て」いると述べている（7）。つまり

　に［図は省略］1尼や1mなどの普遍単位量　　「操作分数」であると言っている。確認すると、

の等分割によるものとは・明確に区別するべ先述の議では「号を×号としてとらえる」こ

　きである。前者は、『割合を表す分割分数』で、　　とが「操作分数」であった。しかし、この黒表

　後者は『量を表す分割分数』である」⑤。　　　紙での定義は、教師用書の記述を見るかぎり、

　本稿においても、「分割分数」に関して、この　　「幾ツカニ等分シタルモノナルコト」とあり、

大田の意味付けを採用する。　　　　　　　　　　これは「操作の結果出てきた数が分数である」

　本稿においては、以上の引用に依拠して、「割　　という意味だと思われる。従って、ここでは、

合分数」、「操作分数」、「量の分数」、「分割分数」　　「操作分数」というより、「操作の結果出てきた

を、分数の意味付け・説明に関する言葉として　　数が分数である」とするべきではなかろうか。

用いていくこととする。　　　　　　　　　　　　ここでは、分数を、操作でも量でもなく、あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くまで数として捉えさせている。そこでは、「分

1－（1）数としての分割分数による分数の導入　　割分数の論理」が採用されているが、先に確認

　まず、『尋常小学算術書』（以下、黒表紙）に　　したような分数の意味付けなどは考えてもいな

おける分数の導入過程を見ていく。　　　　　　　いことが伺われる。

　黒表紙で初めに分数が出てくるのは、第4学　　　黒表紙で正式に分数を取り扱うのは第5学年

年の「II．小数」（32ページ）においてである。　の「II．分数」（32ページ）においてである。

　「＊（1）次ノ数ノ2分ノ1ハ何力。　　　　　　「（1）次ノ数ハ何トイフ数力。

　　　6　8　1014203650100　　　　　　　1ヲ12二等分シタ数
　　　（2）次ノ数ノ3分ノ1ハ何力。　　　　　　　1ヲ9デ割ツタ数

　　　6　9　1524305172150　　　　　　　1ヲ35等分シテ之ヲ23集メタ数」
　　＊＊（3）次ノ数ノ3分ノ2ハ何力。　　　　　　この記述について、教師用書には以下のよう

　　　6　9　183036　4860　120　　　　な記述がある。
　　　　　　　　　　　　　　　［以下略］」　　　「既二授ケタル分数ノ唱へ方ニツキテ復習シ、

　この記述について、教師用書では、欄外の注　　　一般二分数トハ1ヲ幾ツカニ等分シタルモノ

において次のように述べている。　　　　　　　　　ヲ幾ツカ集メタルモノナルコトヲ授ケ、実物

　「此ノ塵ニテハ小数ヲ授クル準備トシテ、先　　　ヲ用ヒ或ハ図形二依リテ其ノ意義ヲ説明スベ

　ヅ分数ノ唱へ方及ビ書キ方ヲ授ケ、或数ノ幾　　　シ」（8）。

分ノ1、幾分ノ幾ツノ意義ヲ教フルモノトス。　　つまり、ここでの分数の定義は「1をいくつ

　　＊或数ノ2分ノ1トハ其ノ数ヲニツニ等分　　かに等分したものをいくつかあつめたもの」で

シタルモノ・3分ノ1ト・・三ツニ等分シタ・レある（例え1よ古一1÷12×1、器一1÷35×

モノ、一般二幾分ノ1トハ幾ツカニ等分シタ　　23）。ここでも「分割分数の論理」が採用されて

ルモノナルコトヲ授ケ、且半分ハ2分ノ1、　　いるが、分割操作の対象が「ある数」から「1

三分一又ハ三ガーハ3分ノ1ノコトナルヲ注　　という数」に変化している。

意スベシ。　　　　　　　　　　　　　　　　　以上をまとめると、黒表紙では分数は‘数’で

　　＊＊或数ノ3分ノ2トハ其ノ数ヲ三ツニ等分　　あるとして、そもそも分数に対する意味付けを

　シタルモノニツノコト、一般二幾分ノ幾ツト　　しようと考えているわけではないと言える。ま

ハ其ノ数ヲ幾ツカニ等分シタルモノヲ幾ツカ　　た、その‘数としての分数’の定義には「分割分

集メタルモノナルコトヲ教へ、例二就キ図解　　数の論理」を採用しているが、分割操作の対象
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が第4学年と第5学年で変化している・　　ヲか書キマス」．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そして、この問題文の下に、図形（円、正方
1－（2）2つの量の割合の表現としての分数の　　形、二等辺三角形）とその面積を半分にした図

　　　導入　　　　　　　　　　　　　　　　が載っており、もとの図形には1、その半分の

け鑛轍灘駅轡警怠図聾魏計藤分析しているので
表紙では・第1・2・3学年の広い範囲に渡って　　次にそれを引用する。

分数を導入している・まず・第1学年（下巻）14　　　「教師用書ではこの記述について次のように

ページでは・以下のような問題が出されている・　　説明している。

　「オカアサン　ガ・『フタリ　デ　タベ　ナサ　　　『分数というからには、どうしても、数1を

　イ・』　ト　イッテ・大キナ　マンジュウ　ヲ　　　更に分割したものという意味にならねばなら

　クダサイマシタ・マンジュウ　ハ・一ツ　シ　　　ぬ。…「2分の1」というのは、半分と同様

　カ　アリマセン・ドウ　シマス　カ」・　　　　　な意味に用いる他に、1の半分という意味で、

　ここでは「半分にする」という答えが期待さ　　　それ自身一つの数を意味することを明らかに

れている・ここでは・「ある量を2等分すること　　　せねばならぬ。そこで、児童用書では、まず

により生じた量のことをもとの量の半分とい　　　数としての「2分の1」の意義を明らかにす

う」こと・つまり量の等分可能性について教え　　　ることから出発した。まず、4の半分、2の

られている（9）・　　　　　　　　　　　　　　　　半分を問うて、1の半分に及ぶ。1の半分と

　なぜ・ここでこのような指導が行なわれるの　　　いうものを考えやすくするために、一つの図

であろうか・それは・緑表紙においては「子ど　　　形と、その半分の図形とを相対して掲げ、こ

もの数量生活を指導する」という立饗とって　れに、1と青とを対応させて考えさせること

おり・日常生活でよく出てくるであろり「半分」　　としたのである。例えば「一つの円を1とす

とい ∠t奮使って・分数観念の藻を養おう　れば、その半分は蔀ある。すなわち、吉と
といつ意図があるからだと思われる（1°）・　　　　　　いうのは、1の半分である」というようにし

　第2学年（上巻）47ページでは・さし絵とと　　　て理解させるのである。』

もに・次のような問題が出されている・　　　　　　　これは循環論である。ここでは、分数指導

　「長イ　方　ノ　ハタザヲ　ノ　長サ　バ・　　　の出発点として、『数としての「2分の1」』

　ミジカイ　方　ノ　ナンバイ　アル　デセ　　　が『1の半分』として定義されている。しか

　ウ」°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しながら、先に見たように、この『半分』と

　ここでは・2つの量について・一方が他方の　　　は『2分の1』のことであったから、結局、

3倍なら・他方は一方の÷とい潤｛系（割合）　r2分の1』とはr1の2分の1』というこ

を教えている・　　　　　　　　　　　　　　　とになる。しかしながら、これでは、『2分の

　ただし・この指導は自然数の乗法の導入過程　　　1』が1に対する操作ということになり、す

における「倍」概念の指導に対応しているので　　　でに退けられた『操作としての分数』になっ

あり・分数を教えることを主たる目的としてい　　てしまう。ここに、遠山．長妻の指摘にあっ

るわけではない（ID・　　　　　　　　　　　　　　たように、『明確に量のことを意識していたわ

次に・第3学年（上巻）5ページでは次のよ　　　けではない』にもかかわらず、緑表紙の分数

うに問題が出されている・　　　　　　　　　　　指導が『量に一歩近づく』必然性があるので

　　「4ノ半分ハイクツデスカ・　　　　　　　　ある。

　　　2ノ半分ハイクツデスカ。　　　　　　　　　ここに掲げられている2つの図形について

　　　1ノ半分ヲ『二分ノー』トイツテ、コレ
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　は、その面積が指導の対象となっていること　　1－（3）端下量の表現としての分数の導入①

　は明らかであろう。そこで、『1つの図形』と　　　次に、『わかるさんすう』における分数の導入

　　『その半分の図形』の面積をそれぞれA、B　　過程を見ていく。

　とすると、ここでの指導において設定されて　　　『わかるさんすう』では分数を第4学年（93

　いる教育内容は次の命題によって表現するこ　ページ）で導入している。まず初めに、「1）分

　とができるにれは吉の議である）．　　数のおいたち」として、「連櫨の大きさを単位

　　《面積A、Bについて、　A＝B×2のとき、　の大きさで測ったとき、単位に満たない場合が

　　A－1とすると、Bを吉と書き、‘2分の1・おこります．そのときのはんぱの量を表すもの

　　と読む》［D］」（12）。　　　　　　　　　　　　として、分数が生まれた」（14）ことを理解させる。

以上のように述べ・以下の去・憲÷においそのために、ある未測量を互除法を用いて数値

ても同様な命題が成り立つことを分析した上で　　化することから始めている。児童用書では、ま

次のように続けている。　　　　　　　　　　　ず、「底面が1辺10cmの正方形になっている直方

　　「以上の分析から、この教科書において、分　　体の水そうに、水がはいっています。水は何尼

　数が『分割分数』によって意味づけられてい　　あるでしょう」とし、水槽に水が何尼入ってい

　ることは明らかであろう。問題は、それが『割　　るか測ったところ、「2尼とすこし」であった。

　合分数』なのか、『量分数』なのかという点に　　その「すこし」というはんぱの量がいくらにな

　ある。この点について、先に見た大田による　　るか、10cm×10cmの正方形の紙タイルを使って

　区別に依拠するならば、これまでに見てきた　　調べることとする。「2尼とすこし」を紙タイル

　教育内容において、基準となる量、すなわち　　で表すと、「2枚とすこし」になり、この「すご

　面積Aがいずれも等しくなく、『あいまいなも　　し」＝はんぱの部分を折り返すことによっては

　の』になっていること、従って、それが『普　　んぱの大きさがわかるとし、実際に紙タイルで

　遍単位量』でもないことを指摘しなければな　　折り返してみると、ちょうど3つ分で1（紙タ

　らない。いずれの命題においても『Aを1と　　イル1枚）になる。折り目をつけてひろげてみ

　する』という条件が付されているのはこのこ　　ると、はんぱの大きさは1を3等分した大きさ

　とを示している。この点については、教師用　　となる。ここで、「3つ分で1になる大きさ」と

　書においても、例えば、次のように述べられ　　「1を3等分にした大きさ」が等しいことを確
　ている。『児童用書で「1と｝」というように、　認し、次のようにこれを表現することを教えて

特に1を記したのは、÷は一つの数であって、いる．

1を基準にしたものであるから・これを具体　「この大きさをr3分の1』といい、青と書

的な物に対応させるには・基準とする1を何　きます・長方形の紙の大きさは2と÷です．

　と定めるかが明らかにせられねばならぬから　　　これを『2か3分の1』とか、『2と3分の1』

である』・　　　　　　　といいます．2÷と書きます」。
　　これらの点から・この教科書において・分　そして、次のように壱の議をしている（ア

　数は、『（2つの量の）割合を表わす分割分数』　ンダーラインおよび番号は引用者）。

　によって意味づけられていることがわか　　　「2つぶんで1になる大きさ①、つまり、1

　る」（’3）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　を2等分した1つぶん②を『2分の1』とい

つまり・繊紙における分数の意味付け1ま、　い、音と書きます」．

一見量を表すかに見えるが、実は割合に他なら　　ここで、「2つぶんで1になる大きさ」とある。

ないものだということを、岡野の分析から知る　　これは、「1を2等分した大きさ」と表現する量

ことができる。　　　　　　　　　　　　　　　は同じだが、分数の意味付けとしては区別して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おく必要があるだろう。このことに関しては、



48　　　　　　　新潟大学教育学部附属教育実践研究指導センター研究紀要　第13号

「量の測定を通じて分数を導くとき、端下量の　　　で④になりました。

処理は、試行錯誤的に単位を等分割するのでな　　　　◎の大きさは、1を5等分した大きさです。

鼎1勺鵜豊懇費蟹霞鎗緯脇＿
下量が3つ分で単位量と等しけれは端下量は　÷が2つぶんの大きさをr5分の2』とい
÷単位とされるのであるがここにはr商分数　い、÷と書きます・⑦の大きさは3と苦です・

の論理』が適用されている」と大田が述べてい　　　これを『3か5分の2』または『3と5分の
る・・5Pまり、「・個分でちょうどbl・なる大き　2』といい、3÷と書きます」．

さ」という定義には「商分数の論理」が適用さ　　　ここでは、甚という（分子が1でない）真分

れており、この定義は半端量で単位量を測る互　　数の定義が行なわれている。ここでは、先に教

除法によって導かれるものであることがわか　　えられた《量を表す分割分数》の論理（1をa
る。そこで、この「a個ぶんでちょうどbにな　　等分したb個分は甚）を用いて真分数の定義が

る大きさ」という、商分数の論理が適用された　　なされていると見ることができる。
（分数甚の）定義を、本論文では、《商分数の論　　　そして、次のように分数の定義を教えている。

理に基づく量分数（による議）》として恥て　「÷の下の辮鯛・．切辮分子とい嚇

いくことにしよう。　　　　　　　　　　　　　　す。分母は1を等分した大きさ、分子はそれ
　従って、rわかるさんすう4』における吉の定　　みら1ろあ乙ふを表わします。券÷、号・

義は、①は「・個分でちょうどbになる大きさ」　……のような舞になっている数を分数と

という《商分数の論理に基づく量分数》、②は「1　　　いいます」（傍点は引用者）。

をa等分した大きさをb個集めた大きさ」とい　　　従って、『わかるさんすう4』では、《商分数

う《量を表す分割分数》といえる。そして、こ　　の論理に基づく量分数》も出てはきたが、最終

こでは、「a個分でちょうどbになる大きさ」と　　的には《量を表す分割分数》を分数の定義とし

T1をa等分した大きさをb個集めた大きさ」　　て採用していると言える。

について、いずれの定義によってもその分数の　　　『わかるさんすう4』におけるこのような分

表現する量が等しいことを確認した上で、《商分　　数の導入過程においては、「端下量の測定を通し

数の論理に基づく量分数》を《量を表す分割分　　て分数を導く」という分数の生い立ちが重要視

数》に言い換えている（教師用書の表現によれ　　されている。教師用書の解説を見よう。

ば「分数を見る視点の変更」が行なわれてい　　　「ある量の大きさを分数で表そうとすると、

る（16））といえる。　　　　　　　　　　　　　　　　単位量を等分して作った分割分数では役に立

　94ページでは、互除法を第2段階まで用いて　　　ちません。互除法が必要になります。しかし、

（分子が1でない）真分数を教えている。今度　　　現在教科書で扱われている分数は、1mを3

は「1のタイルが3枚とちょっと」の長方形の　つに分けた1つ分が÷瓜のような形になっ

紙タイルが提示され、次のように記述されてい　　　ています。分数は1を等分割しても得られた

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と見ることができるようになるのは必要です

　「左のような長方形⑦の大きさは、いくらで　　　が、それは分数の導入の段階でなく、一段進

　しょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　んだレベルでのことです。現行教科書の3年

　　1のタイルが3つとちょっとです。はんぱ　　　に見られる分数の扱いは、分数指導の中途か

　でおりかえしました。　　　　　　　　　　　　ら出発しているとも言えます。

　　はんぱのタイル④では、2個ぶんとれて、　　　　未測量を数値化する互除法の部分は、紙を

　1にちょっとたりません。◎があまります。　　　折る操作を通して十分に納得のいくように扱

　　㊥でおりかえしました。ちょうど2個ぶん　　　います」（17）。
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　以上より、『わかるさんすう4』での分数の導　　うする」がある（アンダーラインは引用者）（2°）。

入過程においては、初めに分数の生い立ちを重　　　「前の質問のように、はんぱで単位量（1の

視して、互除法を用いて《商分数の論理に基づ　　　をしきつめていっても、ピチッ、とはんぱで

く量分数》を教えた後、それが《量を表す分割　　　単位量1尼がしきつまらない場合がありま

分数》と同じ量を表現することを確認した後、　　　す。つまり、またはんぱのはんぱBが出てき

前者を後者に言い換え、最終的には後者を採用　　　たわけです。

しているということができる。　　　　　　　　　　　単位量1尼は、はんぱAが二つと、はんぱ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bが一つでしきつまっていますが、Bばかり

1－（4）端下量の表現としての分数の導入②　　　　で1尼をしきつめることができるかどうか、

　次に、新居信正による授業書「量の分数」に　　　たしかめるのにうまい方法はないでしょう

ついて見よう。　　　　　　　　　　　　　　　か」。

　まず［質問0～1］で「（割合分数への）汚染　　　「はんぱBで単位量1尼をしきつめることが

度の調査」を行なった後、『わかるさんすう4』　　できるかどうかをたしかめるには、1尼をB

のように液量をタイルで表現し、互除法を第1　　　でしきつめてみるのもひとつの方法ですが、

段階まで用いて未測量を数値化することから導　　　そんなことしてみなくても、はんぱAがBで

入している。最終的にはんぱ3つで単位量1尼　　　しきつまるかどうかためしてみればわかりま

が「ピチッと敷き詰まる」ことになる。ここま　　　す。もちろん、いきなり単位量1尼をBでし

では、『わかるさんすう4』による導入と大体同　　　きつめていく（カの方法もマチガイではありま

じである。次に、「［お話］量の分数」として次　　　せん。それでもよいのですが、AをBでしき

のような記述がある（アンダーラインは原文）。　　つめてみて調べるほうが回数が少なくてすむ

　「質問3ではんぱになったミルクの量は、単　　　のです。［中略］

　位量1尼を、三つでしきつめることができる　　　　ここまではAでしきつまるのですから、も

　大きさです。それは、はんぱで、単位量1尼　　　しAがBでしきつまったら、結局は単位量1

　をしきつめていくと三回でピチッ、としきつ　　　尼もBでしきつまってしまうことになりま

　まったことでわかります。　　　　　　　　　　　す。そこで上の図のように［図は省略］、Bで

このはんぱの大きさを却といいます．　Aをしきつめていくと、AはBが二つでしき

（中略）このように量の大きさを、単位で測っ　　　つまりました。だから単位量1尼はBが五つ

ていってはんぱが出たときには、はんぱで単　　　でしきつまります。［中略］

位をしきつめていって、いくつでしきつまっ　　　　1尼はBが五つでしきつまるのですから、

たかではんぱの大きさを表わします．そし　B一つは却です．AにはB（善尼）カ・二つ

　て、そのはんぱの大きさを表わす数に、分数　　　あるのですから、A＝÷尼です。［以下略］」。

　を使います。数学者は、量のはんぱの大きさ　　　ここでは、互除法を第2段階まで用いて（分子

　を表わす分数のことを『量の分数』と呼んで　　が1でない）真分数を教えている。そして、次の

　います」（18）。　　　　　　　　　　　　　　　　［質問10］、「［お話］量の分数と互除法」では互

　ここでは、互除法を用いた端下量の表現によ　　除法を第3段階まで用いることを教え（21）、最後

り、3つぶんで1（尼）になる大きさとして÷に「［お話］rしきつめること』とr等分割』惚

（のが定義されている。これは《商分数の論理　　　「互除法で生まれてきた『量分数』［本論文でい

に基づく量分数》による定義である。　　　　　　う《商分数の論理に基づく量分数》］と『分割分

　次に、「互除法2段階操作の方法を発見させた　　数』［本論文でいう《量を表現する分割分数》］を

い問題」［質問8］（19）を提示し、その「解答」と　　統一する」（22）ことが教えられるのである（［］

して、次のような「［お話］はんぱのはんぱをど　　内は引用者）。
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　この授業書については、大田が、「新居信正氏　　　るのではなく、その端下と単位との相互関係

は『割合分数』によって子供たちが『汚染』さ　　　から端下を表現するものであった」。

れているという状況のもとで、『割合分数』にま　　　　その際には互除法が必要となるわけだが、

ぎらわしい『分割分数』を排除するということ　　　この「互除法は結局、最大公約量を発見する

で、『量の分割分数』をも排除している」と指摘　　　ための操作にすぎない。従って、求める端下

しているように（23》、そこでは《商分数の論理に　　　が最大公約量いくつ分かを知ったとき、いか

基づく量分数》のみが分数の定義として採用さ　　　なる分数で表わすべきかという論理が必要と

れているといえよう・　　　　　なる。そこで（6）図の2÷mの場合［図は省
しかし、このような分数指導について、新居　略］、最大公約量の端下Bは定義から÷mで

は後に次のように述べている（24㌔　　　あるが、÷mふたつ分の長さはどう劾すの

　「しかし、分数を習うときから量分数で教え　　　か。

れば・子どもたちに混乱が生じな・・かといえ　　r5つ分で1mの長さが÷m』

ば・そうともいえないのです・それ1ま、学校　という議によれば、÷mは、

で分数を習う前に、子どもたちは害恰分数1・　r5つ分で2mの長さが÷m』

　出会っていて使い方を知っているからです。　　　との解釈しかできない」。

　たとえば、日常生活で使う〈半分にして〉と　　　「新居信正氏［の授業書『量の分数』］は…『量

　か〈4人で分けなさい〉ということば自体が　　　の分割分数』をも排除している」。

　割合分数の考え方なのです。そこで、割合分　　　「しかし、古い話だが野沢茂氏によれば、

数を否定して量分数を教えても、子どもたち　　r互除法2段階のとき、2÷mといったら

　は割合分数で分数を考えてきたのですから、　　　　納得しない子がいた』

　そうかんたんに量分数に頭を切り換えること　　　というように、『汚染』されていない子供に

　はできません」。　　　　　　　　　　　　　　　とってはやはり論理的な飛躍が障害となった

　「確かに互除法は、数学的に考えるとおもし　　　のだろう」。

　ろいものです。しかし、子どもたちにとって　　　この指摘によれば、互除法を第2段階まで用

　は、頭の中がゴジョゴジョになって、〈サッパ　　いた端下量の表現には分割分数の論理が必要に

　リワカラン〉ということになりがちです」。　　なるのだが、新居の授業書においてはそれが指

　ここでは、（先に見たような）互除法による量　　導されなかったために、子どもにとってはそれ

分数の導入と子どもたちが日常生活の中で身に　　が「論理的な飛躍」となり、新居自身が述べて

つけている（であろう）割合分数の考え方との　　いるように〈サッパリワカラン〉という結果に

関連が問題として指摘されている。この指摘は、　なったのではないか、という考え方が成立する。

おそらく新居が先の授業書を実践にかけた結果　　この点を具体的に互除法を用いて説明すると、

に基づくものであろう。このような立場から、　　例えば次のようになる。

新居は、「分割分数は生活の延長上で指導しやす　　　1のタイルが3つとちょっとの長方形のタイ

い」、「分割分数で教えるのは子ども中心主義だ」　ルの面積aを求めるとする。1のタイルの面積

として、互除法を用いず、最初から分割分数で　　をbとする。はんぱcでbを測ると、ちょうど

導入するというプランを作成した。このプラン　　2個分とれて1に少し足りずはんぱdが生じ

については後に検討するが、先に見た新居の授　　る。はんぱdがちょうど2個分でcになる。従っ

業書「量の分数」の問題点につ・・て、畑は次て、dは5個分でbになるので春・はそれが

のように述べて・・る（［］内は引用者）（25㌔　2つ分なので｛鉢って長方形の面積1ま3÷にな

　「分数の本質は、連続量の端下の処理におい　　る。数式によってこれを表現すると、

　て単位量を何等分するかをあらかじめ固定す
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　　　　　　a＝3b＋c　…①　　　　　　　と大幅に異なる。まず初めに、2mと1mの長
　　　　　　b＝2c＋d　…②　　　　　　　さのテープを提示し、それぞれの÷のところま

　　　　　　c＝2d　　…③　　　　　　　で斜線をつけ、どちらも÷mだと、色々な長さ

　　③を②に代入すると、　　　　　　　　　　があって困ってしまうとする。そして、「÷mと

　　　　　　b＝2・2d＋d＝5d　…④　　　いったらいつ・どこで・だれがいってもおなじ長
　　従って、d＝÷b　…⑤　　　　　　　　　さでなければいけません」とし、次のように

　最初に生じた半端cは、③より、　　　　　　　　〈割合分数〉と〈量分数〉について教えている。

　　　　　　c＝÷b×2＝÷b　…⑥　　　　　　「単位のつかない分数を〈割合分数〉といい、

　　　　　　・－3b＋葺b　　　　単位のつく分数を〈量分数〉とい・・ます．［中

　　　　　　　一3÷b　　　　　略］量分数は、この〈単位量1＞を〈なん等
　⑥の下線部において「÷の2つ分が÷」とい　　　分かしたいくつ分〉であらわす分数です。た

う分割騰の論理が適用されている．このよう　とえ1よ÷mとは、〈単位量1mを3等分し

に、互除法を第2段階まで用いた端下量の表現　　　た1つ分の長さ〉のことです」（27）。

には、必ず分割分数の考え方が必要となってく　　　ここで新居が言っている〈量分数〉は本論文

るのである。　　　　　　　　　　　　　　　　における《量を表す分割分数》である。旧プラ

　従って、先の大田の指摘から、授業書「量の　　ンでは互除法によって導入していたのである

分数」について、それが子どもたちの混乱を招　　が、ここでは「単位量をa等分した1つぶん」

く結果になったのは、互除法を用い、《商分数の　　という《量を表す分割分数》で定義している。

論理に基づく量分数》で教えたからではなく、　　　そして、「はんぱでしきつめる」において、

互除法第2段階の前に分割分数の論理を教えて　　　「［質問4］あるテープの長さを〈単位量1m＞

いなかったからではないかという考え方が成立　　　ではかると、1mと？mのハンパができま

する。そして、先に見た指摘に基づいて、大田　　　した。？mを量分数であらわすと、どうなる

は、「『分割分数』の考え方は互除法2段階のと　　　でしょうか」

ころで使われるのだから、論理的には、　　　　　と問題を提示し、次のように記述している。

　単位分数→分割分数（量）→互除法2段階　　　　「ハンパの？mで単位量1mをはかりなお

とするべきではないだろうか」（26）として、授業　　　せばいいのです。そうすれば、いくつに等分

書「新しい数一分数」を作成した。　　　　　　　　したかがわかります。

　以上述べてきたように、新居は、互除法によ　　　　ハンパ4つでピチッとしきつまりました。

り子どもが混乱したと考え、荒井とともに、最初　　　そこで、？mは単位量1mを4つに等分し

から《量を表す分割分数》で慣して教えるプ　た・つ分になるので寺mとなります。単位

ランを作成した（r国土社の鱗えほん《騰》　量1mを4等分する結mができ、また÷

1．分数ってなんだ！』。以下においては、これ　　　mを4つつかって単位量1mがピチッとし

を新居・荒井による新プラン、授業書「量の分　　　きつまります。このように〈しきつめること〉

数」を新居の旧プランと呼ぶことにする）。一方、　　と〈等分すること〉はおなじことになりま

大田は、先の指摘に基づいて、《商分数の論理に　　　す」（28）。

基づく量分数》で分数を導入するプランを作成　　　ここでは、互除法を用いて端下量で単位量を

した。次にその両者のプランについて検討する。　測ることを教え、「4つぶんで1mになる長さ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と「1mを4等分した長さ」が同じ量を表現す

1－（5）単位量の等分割による分数の導入　　　　ることを教えている。

　まず、新居・荒井の『分数ってなんだ！』に　　　このように、新居・荒井による新プランにお

ついて見ていく。この新しいプランは旧プラン　　いては、互除法も出てこないわけではないが、
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（先に見た『わかるさんすう4』における導入の　　　論理』とを結びつけるのがねらいである。問

ように）「端下量の測定を通して分数を導く」と　題1ではr3つ分で1mの長さが吉m』と定

いう分数の生い立ちを重視しているわけではな　　　義したのであるが、この定義からは分子が1

く・互除法によって導かれた端下量と単位量と　でない分数については、たとえ1ま÷mであれ

の関係を分割分数の論理によって表現している　　　ば『3つ分で2mの長さ』としか論理的には

に過ぎない。従って、以上述べてきたところか　　　出て来ないはずである。この『商分数の論理』

ら・このプランにお・・ては・《量を表す分割分数》　とr1を3等分した長さ（÷m）カ・2つ分で

で慣した指導が行なわれているということが　号m』というr分割騰の論理』とを、どち

できるだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　らも等しい長さであることを確認することに

　ただし、連続量を単位量によって測定した際　　　よって結びつけることが、互除法2段階によ

に半端量が生じたとき、半端量で単位量を測る　　　る分子が1でない分数の数値化の前提となる

こと（互除法）によって生まれたのが分数であ　　　のである」（32）。

り、単位の方を細かくして、新しい小さい単位　　　「問題2」では、次のような問題が出されて

を作ることによって生まれたのが小数であ　　いる。
る（29㌔このような鰍からは、単位量を等分す　「それでは、号mはどのような長さだと思い

る《量を表す分割分数》だけで分数を定義する　　　ますか。

と、分数の生い立ちや小数との違いが指導され　　　　　⑦　3つ分で2mの長さ

ないとい澗題点が生じるだろう．遠山啓の指　　④÷mが2つ分の長さ」

摘しているように、「小数は、結局、とくべつな　　そして、互除法から導かれる《商分数の論理に

分数であるが、その起源は明らかにちがってい　　もとつく量分数》⑦でも、《量を表現する分割分

て、算数教育のなかで小数は分数の一種だと　　数》④でも、分数が表現する量（長さ）は等し

いってかたづけるわけにはいかない」（3°）。　　　いことを示し、

なお・この点は・第2章にお・・て鱗教不斗書　「3つ分で2mになる長さは、÷mカ・2つ分

における分数の導入過程を見る際に重要な観点　　　の長さと同じです」

となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　としている（33）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そして、その後に「問題3」で「テープは何

1－（6）端下量の表現としての分数の導入③　　　mあるか、分数で表わしてみよう」として、1

　次に、授業書「新しい数一分数」について検　　mとはんぱのテープを図示する。初めに生じた

討する。　　　　　　　　　　　　　　　　　はんぱを①とし、それで1mをはかると2つ分

　まず「問題1」で、互除法を用いて単位分数　　取れてまたはんぱが生じる。この2番めのはん

を導入し、次のように《商分数の論理に基づく　　ばを②とする。このはんぱ②ではんぱ①をはか

量分数》による定義を行なう。　　　　　　　　　るとちょうど3つ分取れる。従って、次のよう

　「・3つ分で1mになる長さを3分の1mと　　に表わすことができる。

　　いい・÷mと書きます・　　　　rはんぱ②カ・7つ分で1mだから、②は｝m
　　・2mと去mのことを、2と3分の1m、　です．

　　または・2か3分の1mといい、2÷mと　はんぱ①は｝mが3つ分だから、①1号m

　　書きます。　　　　　　　　　　　　　　　です。
　　・このような数を分数とい・・ます」（31㌔　テープの長さは、1号mです」・34㌔

　次の「問題2」について、大田は次のように　　　このように、商分数の論理と分割分数の論理

解説している。　　　　　　　　　　　　　　　を統一した後、互除法（第2段階）により、（分

　「問題2は、『商分数の論理』と『分割分数の　　子が1でない）真分数を、両者の論理を用いて
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教えていくのである。　　　　　　　　　　　　　ちとしての互除法の指導がなされないこと

　このように、授業書「新しい数一分数」では、　　　により、分数の独自性、小数との違いが明

分数の成立過程を重視して、《商分数の論理に基　　　　確にならない。

つく量分数》を定義としている。そして、互除　　　（5）また、②においては〈単位を分割するこ

法第2段階の前に分割分数の論理が必要である　　　　とによって分数を導く〉わけだから、①の

ことから、あらかじめ《商分数の論理に基づく　　　　ような形で互除法を教える必要はなくな

量分数》と《量を表わす分割分数》とを統一す　　　　る。ただし、その場合においても、連続量

る。そして、この両者の論理を用いて、互除法　　　　の測定において端下量が生じる場面を設定

第2段階から（分子が1でない）真分数を導い　　　　し、互除法によって導かれた端下量と単位

た後、「加減算などにおいては『分割分数の論理』　　　量との関係を、分割分数の論理を用いて表

が適用され」るという理由により（35）、加減算の　　　現することも考えられる。

指導においては儲を採用している・　　　2．撒教科群おける分数傭入過禾呈

1－（7）分数の導入に関する諸問題　　　　　　　2－（1）学習指導要領・指導書における分数の

　以上6つのプランを見てきたが、分数の導入　　　　　導入について

過程において採用されている分数の意味付けは　　　ここでは、教科書分析に入る前に、学習指導

プランによって様々であった。ここでは、以上　　要領・指導書における分数の導入、そこにおけ

の考察に基づき、分数の導入に関する問題を次　　る分数の意味づけについて見ておくことにした

のように整理しておくことにする。　　　　　　　い。

　（1）そのプランにおける分数の意味付けは　　　学習指導要領（1989年）ではこの点について

　　〈割合分数〉か〈量の分数〉かということ。　次のように述べている。

　（2）　〈量の分数〉の立場をとるならば、分数　　　「簡単な場合について、小数及び分数につい

　　の発生過程や小数との違いを重視するか否　　　て知り、それらを適切に用い、漸次それぞれ

　　か、あるいはどの程度重視するかにより、　　　のよさが分かるようにする。

　　次の2つの立場に分かれる。　　　　　　　　　ア　端数部分の大きさや等分してできる部

　　①　『わかるさんすう4』、授業書「量の分　　　　分の大きさなどを表すのに小数や分数を

　　　数」、授業書「新しい数一分数」のように、　　　　用いること。また、小数や分数の表し方

　　　互除法による端下量の測定を通して《商　　　　　について知ること」（36）。

　　　分数の論理に基づく量分数》で導入する。　　　ここでは、分数または小数について、「端数部

　　②『分数ってなんだ！』のように、単位分の大きさ」または「等分してできる部分の大

　　　量の等分割により、最初から《量を表す　　きさ」を表現する数という意味づけが与えられ

　　　分割分数》で導入する。　　　　　　　　　ているが、両者の対応関係については明確に述

（3）①の立場を選択した場合、《商分数の論理　　べていない。この点について指導書の解説を見

　　に基づく量分数》だけでは一貫できず、互　　よう（37）。

　　除法第2段階の前に《量を表す分割分数》　　　「小数は、第3学年で、ある量を測定したと

　　が必要となる。そして、この《量を表す分　　　きの端数部分の大きさを表すものなどとして

　　割分数》による説明を行なった場合、分数　　　導入される」。

　　に対して2つの定義が行なわれることにな　　　「分数も第3学年から、最初は、ある量の大

　　るが、その際、何らかの説明によって両者　　　きさを何等分かした一つ分を表すとか、ある

　　を統一する必要が生じる。　　　　　　　　　量の端数部分の大きさを表すとかの形で導入

（4）②の立場を選択した場合、分数のおいた　　　される」。
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　ここでも、分数については、先に見た2つの　　分数》によって分数が意味づけられ、導入され

意味を並列するに止まっている。しかしながら、　ているであろうこと、しかしながら、そこにお

この2つの意味の関係にっいては次の解説を見　　ける等分割操作の対象が明示されていないこと

ると明確になる（38）（［］内は引用者）。　　　　　から、《量を表現する分割分数》と《割合を表現

　「［子どもは］ある大きさの半分とか、そのま　　する分割分数》との区別については不明確であ

　た半分といった大きさを表すことについても　　るという問題点が予想される。

　日常生活の中で経験してきている」。

　「分数にっいては、［このような］等分などの　　2一②　銀林浩による教科書分析について

経験を基にして、券号などのような分数の　分棉・入る前に、銀林浩による教科書分析（391

表し方を知らせ、これらの分数が÷mや却　について検討しておくことにしよう。そして、

　などのように端数部分の大きさを表すのに用　　それを通して、本論文における分析の視点をあ

　いられることに着目させる」。　　　　　　　らかじめ明らかにしておきたい。

　ここでは、子どもの日常生活における等分割　　　銀林は、検定教科書における分数の導入を次

の経験に依拠して、まず「等分してできる部分」　の3つに分類している。

を表現する数として分数を意味づけ、次に「端　　　（1）「分割分数の概念をまず導入し、それを単

数部分の大きさ」としての意味を付与するとい　　　　位に適用する分割分数派」。

う導入過程が構想されている、ととちえること　　　（2）「最初から端下の数値化に取り組む量分数

ができる。ここで最初に行なわれる意味づけは、　　　派」。

これまで用いてきた用語によれば、《分割分数》　　　（3）「いきなり単位を等分するという分割分数

による意味づけということになる。従って、学　　　　に近い中間派」。

習指導要領・指導書においては（従って算数教　　　まず、（1）「（純粋の）分割分数派」について。

科書においても）、分数は、《分割分数》によっ　　この「派」に属するものとしてあげられている

て意味づけられ、導入されているのではないか、　　のは、教育出版と大日本図書発行の教科書（『新

という予想が成り立つ。　　　　　　　　　　　版算数』および『たのしい算数』）である。銀林

　第1章において確認したように、《分割分数》　　によれば、「どちらも、『分けた大きさ』の項で

については、分割操作の対象が普遍単位量であ　　分割分数の概念を導入し、次の『端下の大きさ』

るか、任意に与えられた量であるかによって、　　の項でこれを単位（1mや1dのに適用する」。

《量を表現する分割分数》と《割合を表現する　　しかしながら、「分割分数の概念といってもごく

分割分数》とに区別される。そして、このよう　　中途半端なもので、結局は量分数へいく中間過

な観点からは、学習指導要領・指導書において　　程のようなものにすぎない」。

は、「ある量」と述べるに止まり、等分割操作の　　　ここで、われわれは「分割分数」「量分数」と

対象について明確に述べられていない点を指摘　　いう言葉について次の点を指摘しておかなけれ

しなければならない。「端数部分の大きさ」を表　　ばならない。詳しくは後述の教科書分析に譲る

現する分数については洗の引用において÷mカい・ずれの教科書においても、分数の導入と

や却が例示されていることから、《量を表現すして、量に対するn等分操伶およびそれによっ

る分割分数》が想定されていると言える。しか　　て生じた量ともとの量との関係を表現する言葉

しながら、「等分してできる部分の大きさ」を表　　が教えられている。等分操作の対象となる量は、

わす分数については何も述べていないのであ　　任意に与えられた量→普遍単位量の順になって

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる。従って、先に確認した言葉の意味によれ

　以上の考察から、学習指導要領・指導書にお　　ば、銀林の言う「分割分数」とは《割合を表現

いては（従って算数教科書においても）、《分割　　する分割分数》、「量分数」とは《量を表現する
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分割分数》と理解すべきである。従って、銀林　　く「最初から端下の数値化に取り組む」として

の言う「（純粋の）分割分数派」をわれわれの言　　も、導入過程において定義される分数の意味は

葉によって表現すれば、それは、《割合を表現す　　異なっているからである。まず、銀林の言う「量

る分割分数》から《量を表現する分割分数》へ　　分数」については、《量を表現する分割分数》な

と分数を導入する立場ということになる。　　　　のか、《商分数の論理にもとつく量分数》なの

　なお、銀林はこの方針について検討を加え、　　か、意味が区別されていない。そして、後述す

教育出版発行の教科書については、端下量の表　　るように、啓林館発行の教科書では前者のみが、

現方法についての問いに対して、「いきなり、『端　　学校図書発行の教科書については両者がとも

下の長さは、1mを3等分した長さです』と断　　に、分数の定義として教えられているのである。

定されている」ことを問題にし、「このことがど　　従って、啓林館発行の教科書については《量を

うやって見つけられるかにはひと言も触れられ　　表現する分割分数》による導入、学校図書につ

ていない。図示されていれば、いわば結果はも　　いては《商分数の論理にもとつく量分数》から

うわかっているわけでその通りだが、『3等分』　　《量を表現する分割分数》へ、とするのが適当

の『3』がどうやって求められるかは明らかで　　であろう。

ない」。また、大日本図書発行の教科書について　　　ただし、啓林館発行の教科書については、銀

も、互除法の採用により、「それはそれなりに『3　　林も、「中身をよく見ると、…これも内実は…、

つ分』の『3』を見つける1つの方法にはなっ　　分割分数を前提としている」と述べ、このよう

ている」が、「それならわざわざ分割分数の概念　　な分類が不適切であることを自ら述べている。

を前提としないでもすむはずだろう」と述べて　　また、学校図書発行の教科書については、「『等

いる。いずれも分割分数による分数指導の論理　　しく分けた大きさ』という項」について、そこ

に関わる指摘である。この点については後に検　　で教えられる分数の意味を「前項の『いくつ分

討することにしたい。　　　　　　　　　　　　で単位』という概念に帰着させる必要があるが、

　次に、（2）「最初から端下の数値化に取り組む　　それはない」と述べている。これは、学校図書

量分数派」について。これについては、啓林館　　の教科書による導入過程に現われる分数に関す

と学校図書発行の教科書（『算数』および『小学　　る2つの定義について、両者が統一されていな

校算数』）がそれにあたる。啓林館では「最初か　　い、という指摘であろう。この点については分

ら端下（両手を広げた長さ）の数値化から出発　　析の中で検討することにしたい。

しているという点」、学校図書についても「1魂　　　最後に、（3）「いきなり単位を等分するという

マスで測った端下の数値化から分数を導入して　　分割分数に近い中間派」について。これについ

いる」点が、それぞれ理由としてあげられてい　　ては東京書籍と大阪書籍発行の教科書（『新しい

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　算数』および『小学算数』）がそれにあたる。こ

　しかしながら、われわれは、次の理由により、　れらの教科書について、銀林は、「どちらもただ

これらの教科書を同じグループに入れることは　　分割分数を途中に差し挟んでいるだけ」であり、

出来ない。確かに、教科書において分数が導入　　「《2兎を追う》ことと同じであって、分数概念

されるページのテーマは「はしたの大きさの表　　をいっそうわかりにくくしているのではなかろ

し方」（啓林館）、「はんぱのあちわし方」（学校　　うか？」と述べている。ここでは「中間派」お

図書）となっており、「最初から端下の数値化に　　よび「2兎」という言葉の意味が明確でない。

取り組」んでいる。しかしながら、その点だけ　　銀林は、先の指摘に続けて次のように述べてい

を根拠に両者を「量分数派」とするのは不適切　　る。

であると言わざるを得ない。あらかじめ分析結　　　「わずかに0［大阪書籍を指す］の場合、

果を先取りする形で述べることになるが、同じ　　　　『いくつ合わせると1£になるでしょう』
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　と互除法もどきの問を置いているが、仕切り　　者を基調としながらも、そこに後者が混在して

　がはいっていて分割数がわかってしまうので　　いるもの。③後者→前者の順になっているもの。

　は、あとでそうした発問をしても意味はなか　　④前者による導入の前に、互除法から《商分数

　ろう。T［東京書籍］の場合も単元の最後に　　の論理にもとつく量分数》による定義を導いて

　『端下の表わし方』という囲み欄があってこ　　いるもの。

　れを扱っているが、これもあとでは意味がな

　い」。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2－（3）算数教科書における分数の導入過程

　これらの引用から、ここで「中間派」または　　　ここでは、先に述べた分類に従って教科書分

「二兎」として念頭に置かれているのは、おそ　　析を行なうことにする。ここで行なう分析作業

らく、《量を表現する分割分数》と《商分数の論　　は、この分類の妥当性を検討することになるだ

理にもとつく量分数》ではないかと思われる。　　ろう。

この解釈が正しいとすれば、ここでも次の点を　　　ここで分析対象とする教科書は次の4つであ

指摘しておかなければならない。われわれの分　　る（いずれも1991年文部省検定済、1992年度用）。

析によれば、分数の定義として採用されている　　　①「算数」（細川藤次・杉岡司馬ほか18名著、

のは、いずれの教科書においても、《分割分数》　　　啓林館発行）。

のみであって、（例えば学校図書のように）《商　　　②「小学算数」（平林一栄・石田忠男ほか21名

分数の論理にもとつく量分数》によっても分数　　　　著、大阪書籍発行）。

が定義されているとは考えにくい。先に銀林が　　　③「新版算数」（茂木勇・片岡重男監修、雨宮

問題としていた教科書（東京書籍）の記述にお　　　　文彦・植松茂暢ほか16名著、教育出版発行）。

いては、単位量に対するn等分操作によって生　　　④「小学校算数」（川口廷・一松信ほか31名著、

じた量の表現として分数÷を定義した後（《量を　　　　学校図書発行）。

表現する分割分数》による定義）、互除法によっ　　　なお、①～④の番号は、先に述べた分類に対

て導かれた端下量と単位量との関係（n倍）を　　応している。以下においては、この分類と順序

分割分数の論理によって表現しているに過ぎ　　に従って、分数の定義、意味付けを中心に、分

ず、そこにおいて《商分数の論理にもとつく量　　数の導入過程を分析することにする。なお、分

分数》による定義が行なわれているわけではな　　析にあたってはこれらの児童用書を主たる対象

い。それよりも、先に述べた観点からすれば、こ　　とするが、その際、各教科書会社から発行され

れらの教科書については、同じ《分割分数》に　　ている教師用指導書も参考にすることにする。

ついても、《量を表現する分割分数》と《割合を　　ただし、その引用部分についての注記は省略す

表現する分割分数》の混在を指摘しなければな　　ることにしたい。

らない。

　このように、また前節において見たように、　　①《量を表現する分割分数》による導入

現在の算数教科書における分数の導入において　　　ここでは、『算数』（啓林館発行）における分

は《分割分数》による意味づけが中心になって　　数の導入過程を見ていく。

いる、ととらえることができる。そして、教科　　　この教科書では、第3学年（下巻）24ページ

書分析にあたっては、この《分割分数》につい　　から分数を導入している。はじめに、黒板に黄、

て、《量を表現する分割分数》と《割合を表現す　　青、赤の3色のテープを貼った写真があり、テー

る分割分数》とを区別することが重要な視点と　　プの左には、「先生」「ひろし」「よう子」と書か

なる。そして、このような視点からは、教科書　　れている。その下には1mに区切った緑色の

における導入過程は次のように分類することが　　テープが2本、横につなげて貼ってあり、上に

できる。①前者のみを採用しているもの。②前　　貼られた3本のテープが、いずれも1mより長
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く2mよりは短いことがわかるようになって　　mのテープの半分だから、1mのテープを2

いる。この写真について「みんなlmより長い　　つに折った1つ分になっている」。このことを通

ね」というコメントがあり、lmより長い部分　　して「『2分の1』を理解させる」のである。

については「はした」と記されている。そして、　　児童用書では、⑦のテープの長さ（2分の1）

この記述について「りょう手をひろげた長さを　　を次のように定義している。

しらべてみましょう」として、次のような文が　　　　⑦のテープの長さは、1mのテープを同じ

書かれている。　　　　　　　　　　　　　　　長さに2つに分けた1つ分の長さになってい

　　りょう手をひろげた長さを、テープにうつ　　　ます。

　しとってくらべましょう。　　　　　　　　　　　⑦のテープの長さは、1mの2分の1であ

　　1mをこえるはしたの長さを切りとり、は　　　るといいます。

　したの長さは1mのどれだけにあたるかを　　　次に、破線で描かれた1mのテープが3つに

　いいましょう。　　　　　　　　　　　　　　　等分してあり、そのひとつ分のところまで先の

　さらに、この文の下に（50cmと1mの）テー　　④のテープがおかれて（水色に塗られて）いる。

プが図示されており、この問題に答える形で、　　そして、以下のように④のテープの長さを表現

男の子が「はしたは50cmだよ」、女の子が「cmを　　している。

つかわないで考えると…」「1mのちょうど半　　　　④のテープの長さは、1mの3分の1に

分の長さだわ」と言っている図も描かれている。　　なっています。

　これらの記述より、この教科書では、端下量　　　そして、次の26ページでは以下のような問題

（長さ）の表現として分数が導入されていると　　が出されている。

いえる。そして、「はしたの大きさの表し方を考　　③　1mのテープを、同じ長さに3つに分け

えていきましょう」として、「国はしたの大きさ　　　　ました。

の表し方」（25ページ）に入る。　　　　　　　　　⑦　1つ分の長さは、何mといえばよいで

　教師用指導書によれば、ここでは、「1mを越　　　　　しょう。

えるはしたの部分を調べるのに、1mのテープ　　そして、3つに等分してある1mのテープが図

を同じ長さにいくつかに折ってくらべさせる。　　示されており、その1つに「口m」と記されて

そして、1mのテープを同じ長さに2つ（3つ）　いる。

に分けた1つ分の長さを『（1mの）2分の1　　教師用指導書によれば、ここでは、「前時の学

（3分の1）』と言うことを知らせる」。　　　　習を踏まえて、1mのテープを同じ長さに3つ
　まず、①として、⑦として黄色のテープ（壱　　に分けた1つ分の長さの表し方について考えさ

m）、④として絶のテープ（÷m）、そして、せ」、「1mの3分の1の長さをr÷m（3分の

その下に緑色のテープ（1m）が縦に並べて図　　1メートル）』と表すことを知らせる」。

示されている（ただし、長さが表示されている　臆用書では、次のように÷mが議されて

のは緑色のテープのみである）。そして、この図　　いる。

について、以下のような問題が提示されている。　　　1mの3分の1の長さ
　　1mのテープの長さをもとにすると、⑦、　　　・…・÷m（3分の1メートル）

　④のテープの長さは、どのように表したらよ　　　ここまでの記述からわかるように、この教科

　いでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　書では、端下量の表現として分数を導入しては

　　1mのテープを、同じ長さにいくつかに　　いるが、端下量で単位量を測る（互除法を用い

　　おってくらべましょう。　　　　　　　　　る）のではなく、単位量の方を等分割して端下

　まず、⑦と1mのテープが並べて描かれてい　　量を表現するという方法をとってレ・る。そして、

る。ここでは、教師用指導書によると、「⑦は1　　単位量をn等分した1つぶんを（単位量の）n
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分の1と定義している。このことから、この教　　　②《量を表現する分割分数》と《割合を表現

科書では《量を表す分割分数》で分数を導入し　　　　する分割分数》の混在

ていると言える。　　　　　　　　　　　　　　　　ここでは、『小学算数』（大阪書籍発行）にお

　次に、先の記述に続けて以下のような問題が　　ける分数の導入過程を見ていく。

提示されている。　　　　　　　　　　　　　　　この教科書では、第3学年（下巻）4ページか

　④　2つ分の長さは、何mといえばよいで　　ら分数を導入している。はじめに、女の子と男の

　　しょう。　　　　　　　　　　　　　　子が、ビーカーに水をあけながら、各々「2つに
ここでは、「［÷mの］2つ分の長さの表し方分ける」、「3つに分ける」と言って・・るさし絵

について考えさせる」。そして、「［1mのテープ　　が描かれている。次に、「国同じように分けた大

かち÷mをのぞいた］残りのテープにつ・・て、　きさ」で以下のような問題が提示されている．

÷mの2つ分の長さになっていること、また、　（1）1尼ますに水を入れました．水のかさを

1mを3つに分けた2つ分の長さであること　　　しらべましょう。
に気づかせ」、「号m（3分の2メートノレ）につそして、㊨水がMますにちょうど入っている

いて理解させる」。　　　　　　　　　　　　　図、◎水が1£ますに半分まで入っていて、ま

　児童用書では、⑦と同様、3つに等分してあ　　すに付された10等分の目盛りによってそのこと

る1mのテープを図示し、次のように号mをがわかるようになっている図、⑤1尼ますに1・

定義している。　　　　　　　　　　　　　　　等分の目盛りだけでは読み切れない量の水が
　　÷mの2つ分・・÷m（3分の2メートル）入っており、さらにそれが1㈲÷であること

　ここでは、先の《量を表す分割分数》の論理　　がわかるように1尼ますを破線で3等分してあ

を適用し、単位分数の自然数倍として、（分子が　　る図が描かれている。そして、以下のように問

1でない）真分数を定義している。　　　　　　　題が提示されている。

　次に、「「拳号のような数を分数といいます」　　　㊨のかさは1¢です。◎、⑤のかさは、㊨

として分数を定義し、「分子」「分母」の用語を　　　のかさをそれぞれいくつに分けた1つぶんで

教えている。以下においては、この定義を用い　　　しょうか。

て解くことのできる問題が出されている。　　　　教師用指導書によると、ここでは、「小数で表

　以上の分析により、この教科書における分数　　すと、◎は0．5尼といえるが、⑤は小数では表せ

の導入過程は以下のようにまとめられる。　　　ないことから考えていく。⑤の液量は㊨の液量

　まず、「はした大きさの表し方」として、端下　　の『3分の1』といえばよいことを知る」。

量（長さ）の表現として分数を導入している。　　　ここでも、端下量の表現として分数が導入さ

そして、互除法ではなく、単位量の等分割によっ　　れているが、その過程において小数との関連が

て端下量を数値化している。従って、単位分数　　問題になっている。単位量の10等分によって新

については《量を表す分割分数》によって導入　　しい単位を作る方法（これは小数の導入におい

していると言える。また、次の（分子が1では　　てすでに学習済みである）では与えられた量を

ない）真分数の指導においても、その自然数倍　　表現することができないことから、それ以外の

として、《量を表す分割分数》で定義されている。　　自然数によって単位量を等分することから分数

　このように、この教科書における分数の導入　　を導入しているのである。

は《量を表す分割分数》で一貫していると言う　　　児童用書では、次のように3分の1を定義し

ことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　ている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同じ大きさに3つに分けた1つぶんの大き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さを、もとの大きさの3分の1といいます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このように、この教科書では初めから単位量
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の等分割を行なっている。しかしながら、ここ　　ない）。そして、この図について、「①㊨のかさ

で言っている「もとの大きさ」とはあいまいな　　は何£でしょうか」と問うている。教師用指導

言葉である。ここでは、それが普遍単位量なの　　書によれば、ここでは、「1尼を基準量にしたと

か、臆の量なのかを問題にしなければならなき、㊨は1肋3分の1で籾と表すことを
い．この点については、次の（2）、（3）、（4）の問題知る」．そして、次のように、「却の書き方、

（5ページ）でも、1尼や1mの÷を問う問題　　読み方を知る」。

となっていることから、普騨位量を意味する　1なの3分の・を÷£とかき、「3分の1

ものと考えることができる。ただし、次に「（1）　　リットル」とよみます。

～（4）の練習」として次のような問題が出されて　　　ここでは、すべて普遍単位量を基準としてい

いることに注意しなければならない。　　　　　　ることから、《量を表す分割分数》が教えられて

　　いろいろなしかたで色紙をおって、もとの　　いると言えるだろう。

　大きさの4分の1をつくりなさい。　　　　　　次に、先の図について、児童用書には以下の

　そして、同じ大きさの正方形が3つあり、そ　　ような記述がされている。

のうちの1つは各辺の中点を結ぶ方法によって　②◎は㊨のいくつぶんでしょうか。

面積が4等分され、その1つが水色に塗られて　　　教師用指導書によると、ここでは、「分数が、

いる。他の2つの正方形には何も記入されてい　　単位分数のいくつ分で表されることを知る」。す

ないが、教師用指導書では、縦に4等分する方　　なわち、「◎の水のかさを調べる」と、「㊨の2

法、対角線による方法が例示されている。　　　　つ分」または「1尼を3つに分けた2つ分」で
この「もとの大きさ」とは、普遍単位量でああり、このことによって「匙の意味を知る」

るのか、不定量であるのか。教師用指導書では、　のである。

「鰍の正方形を利用し、折る操作を通して4　児童用書では次のように匙を議して・・

つに等分し、4分の1をつくる」とあるのみで、　る。

この点については何も述べていない．ここでは、　却の2つぶんを匙とかき、「3分の2

最初からn等分された量を提示するのではな　　　リットル」とよみます。

く、基準となる量に対するn等分操作を通して、　　このように、ここでは、先の《量を表す分割

もとの量のn分の1を子どもに作らせることが　　分数》の論理を適用し、単位分数の自然数倍と

主たる内容になっているのであろう。しかしな　　して、（分子が1でない）真分数を定義している。

がら、ここでの操作の対象が（面積の）普遍単位　そして、「参号芽のような数を分数といい

量になっていると言うことはできないし、教師　　ます」と分数を定義し、以下においては《量を

用指導書においても、そのことはどこにも述べ　　表す分割分数》の論理を用いて解ける練習問題

られていない。これらの点から、ここで教えら　　が続いている。

れている「4分の1」については、それが《割　　　以上の分析により、この教科書における分数

合を表現する分割分数》になっていること、従っ　　の導入過程については次のようにまとめること

て、この教科書においては、《量を表現する分割　　ができる。

分数》の中に《割合を表現する分割分数》が混　　　この教科書では、初めから単位量（液量）の

在していることを指摘しなければならない。　　　等分割により、《量を表す分割分数》で分数を定

　次に、「囹分数」（6ページ）では、「（1）1尼ま　　義している。しかしながら、そこには、基準量

すに水が入っています」として、その下に、㊨　　が普遍単位量になっているとは考えにくい記述

却水が入っているます、◎匙入って・・るまもあり、《割合を表す分割分数》が混在している・

す、⑤匙入っているますが図示してある（たまた、分数の導入過程において緻との関連が

だし、液量については表示されているわけでは　　問題になっている。
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　③《割合を表現する分割分数》から《量を表　　とは考えにくい。従って、この教科書において

　　現する分割分数》へ　　　　　　　　　　　　は、「不定量をa等分した1つ分がa分の1」と

　ここでは、『新版算数』（教育出版発行）にお　　いう《割合を表す分割分数》によって分数を導

ける分数の導入過程を見ていく。　　　　　　　　入していると言うことができる。

　この教科書では、第3学年（上巻）76ページ　　　78ページでは、〈はしたの大きさ〉として、「1

から分数を導入している。まず、〈分けた大きさ＞　mと少し」の青テープを図示し、次のように問

として、次のような問題が提示されている。　　　題を提示している。

　☆　ひろ子さんとあきらさんは、おり紙を下　　　☆　たかしさんは、かざりを作るためにテー

　　の図のようにおって切りました。切りとっ　　　　プの長さをはかっています。

　　たところの大きさは、もとの大きさのどれ　　　　下の青いテープは、何mといったらよい

　　だけでしょうか。　　　　　　　　　　　　　でしょうか。

　その下に、ひろ子さんが正方形のおり紙を2　　そして、その長さが「1mと□m」と記された

等分にした図と、あきらさんが（同じ正方形の　　「青いテープ」が図示され、次の文が続いてい

おり紙を）4等分にした図が描かれている。そ　　る。

して、77ページで以下のように記述されている。　　　青いテープは、1mとあと少しはしたがあ

　①ひろ子さんが切りとったところの大きさ　りました。

　　は、もとの大きさを、同じ大きさにいくつ　　　はしたの長さは何mでしょうか。

　　に分けた大きさでしょうか・　　　さらに、1mのテープの÷のところまで（この

　　　同じ大きさに2つに分けることを2等分÷は、はんぱの大きさ分である）色が塗られて

　　するといいます。　　　　　　　　　　　　いる図が描かれている。教師用指導書によれば、

　　　2等分した1つぶんの大きさを、もとの　　「ここでは、［先の口mについて］1mより短

　　大きさの二分の一といいます。　　　　　　い長さを表すことをおさえる。半端の長さをも

　教師用指導書によれば、ここでは、「同じ大き　　とにして1mの長さを測りとって調べさせて、

さに2つに分けることをr2等分する』という　　ちょうど3つ分あることをとらえさせ、［半端の

ことを知らせる。また、2等分した1つ分をも　　長さが］1mを3等分した長さであることをお

との大きさの二分の一ということを理解させ　　さえる」。そして、「これを、三分の一メートル

る」・　　　　　　　　といい、÷mと書くことを知らせる」のである
　また、「②あきらさんが切りとった大きさ」に　　（［］内は引用者）。

ついても・これと同様に「もとの大きさの四分　撞用書では、以下のように÷mの定義をし

の一」としている。　　　　　　　　　　　　　　ている。

　このように、ここでは、量に対するn等分操　　　　はしたの長さは、1mを3等分した長さで

作が教えられ、それによって生じた量をもとの　　　す。

量との関係において表現する言葉（もとの量の　　　　1mを3等分した1つぶんの長さは、三分

「n分の1」）として、分数が導入されている。　　の一メートルです。

このような分数の導入過程について、ここでは、　　　三分の一メートルは一1－mと書きます。

等分操作の対象となる量が普遍単位量にはなっ　青いテープの長さは1mと÷mです．

ていないことを指摘しなければならない。この　　　この解説は、先に見た、「『3等分』の『3』

ページでは、以下において、問題国回があるが、　がどうやって求められるかは明らかでない」と

団ではこれと同じおり紙の4等分および5等　　いう銀林の指摘に関連している。ここでは、半

分、回では赤いテープの3等分が行なわれてお　　端量で単位量（1m）を測ること（互除法）に

り、いずれも普遍単位量の等分割になっている　　より、《半端量×3＝単位量》という関係を発見
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させ、そこから、《単位量÷3＝半端量》を導い　　段として互除法が用いられている。

ている・そして・《単位量をn等分した1つぶん　　　このように、この教科書における分数の導入

は（単位量の）n分の1》という《量を表す分　　は、《割合を表す分割分数》から《量を表す分割

割分数》の論理を教え、この関係にそれを適用　　分数》へ、という過程を辿っていると言うこと

して・半端量は単位量（1m）の吉すなわちカ・できる．

去mであることを導いているのである（この

ページでは、以下、《量を表す分割分数》の論理　　　④《商分数の論理にもとつく量分数》から

を用いて解ける問題が出されている）。　　　　　　　《量を表現する分割分数》へ

　79ページでは、「☆黄色いテープの長さは何　　　ここでは、『小学校算数』（学校図書発行）に

mでしょうか」という問題があり、その下に　　おける分数の導入過程を見ていく。

テープを提示している。このテープのはした分　　　この教科書では、第3学年（下巻）48ページ

のところは、1mの号とわかるように点線で示から分数を導入している．はじめに次のような

してある。そして、「はしたの長さは何mといえ　　文が書かれている。

ばよいでしょうか」と問題を提示している。　　　　入れものにはいる水のかさを、1d尼ますに

　教師用書によれば、ここでは、「点線の部分の　　　入れてしらべましょう。

長さ（半端量）で1つ折り、2つ折りしていっ　　　そして、その下に、水が1d尼と半端入ってい

て半端2つ分でちょうどはしたの長さにぴった　　るコップとちゃわんの図が描かれている。

り重なることを確認させる」。そして、児童用書　　　教師用指導書によれば、ここでは、「具体物の

の次の記述に続く。　　　　　　　　　　　　　測定では端数が生じることを経験させ、そのい

　　はしたの長さは1mを3等分した2つぶ　　い表し方を考えさせる」。コップに入っている水

　んの長さで、三分のニメートルといいます。　　の量については「1d尼とちょっと」、ちゃわんに

　　三分のニメートルは÷mと書きます．　入っている水の量については「1d尼と半分より

　　艶いテープの長さは1mと÷mです。　少ない」といった表現が例示されて・・る．

　ここでは、先に教えられた《量を表す分割分　　　次に、「國はんぱのあらわし方」では「端数部

数》の論理を適用し、単位分数の自然数倍とし　　分を、数で表すことを考えさせる」。

て（分子が1でない）真分数を教えている。　　　　まず、以下のような問題が提示されている。

そして、「参号などの数を分数といいます」　（1）コップにはいる水のかさを、1d£ますで

と分数を定義している（以下においては《量を　　　　はかったら、1ぱいと、はんぱがあと少し

表す分割分数》の論理を用いて解く問題が出さ　　　　ありました。

れている）。　　　　　　　　　①はんぱは、どうあらわしたらいいでしょ
　以上の分析により、この教科書における分数　　　　うか。

の導入過程は次のようにまとめることができ　　そして、その横に、1d尼ますに先の半端分の水

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が入った図と、女の子が「小数でいえるかな」

　初めに、〈分けた大きさ〉において、不定量の　　と言っている図が描かれている。教師用指導書

等分割を通して《割合を表す分割分数》を教え　　によれば、ここでは、「コップに入る水のかさの

る。次に、〈はしたの大きさ〉において、端下量　　はんぱの表し方について話し合う」。そして、

（長さ）の数値化を通して分数を教えている。　　「『ちょっと』や『少し』の言葉を使って表現さ

数値化の方法としては、普遍単位量を等分する　　せる」。「既習の小数では、きちんと表わせない

方法が採られており、それを通して《量を表す　　ことを確認する」。

分割分数》が教えられている。なお、この過程　　　この記述より、おそらく教科書の意図として

において、単位量を何等分するかを発見する手　　は、10等分の目盛りしかつけてない1d尼ますだ
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と、÷一・．25で読み切れな・・。まだこの段階で　①4人で等しく分けるぢ昧分の長さ

は小数第二位は教えられていないので、子ども　　　　　は・何mになるでしょりか・

は小数で表現することはできない。そこで、「は　　そして・その下に・4等分の目盛りをつけた1

んぱで単位を測ればよい」として、これを分数　　mのテープの図が描かれており・そのひとつ分

の考え方につなげようとするものであろう。こ　　に「口m」と記されている・

こでも、分数の導入過程において小数との関連　　　教師用指導書によると・ここでは・「1mの

が問題になっている。測定の際に生じた端下量　　テープを・長さが等しくなるように4つに分け

を表現するのに、単位量の10等分によって新し　　た1つ分の長さは何mか話し合う」・そして・

い単位を作るという（小数の導入においてすで　　「テープを4つ折りにして広げると・4等分で
に学習瀞の）方法では表現することカ・できなきることをおさえる」・「どこ畦mとなること

いことから、端下量で単位量を測定する方法（互　　を確認させる」・

除法）鱒いているのである．次の問題はその　臆用書では、以下のように÷を議してい

ための教材である。　　　　　　　　　　　　　る・

　②はんぱのかさは、いくつ分で1d尼になる　　1mを4つに等しく分けた1つ分の長さ

　　でしょうか．　　　　　　を、十mといいます・
　この文の下に、はんぱ一つ分の水が1d尼ます　　　以上の分析により・（4）一①では・「単位量をa

に入っており、それが2つ分、3つ分と増えて等分した1つ温が÷」という、《量を表す分割

いき、はんぱ4つ分でちょうど1d£になってい　　分数》を教えているといえる・

く過程が図示されている。教師用指導書による　　　なお・教師用指導書において・この分数は「分

と、ここでは、「はんぱのかさが、いくつ分で1　　けた分数」と表現されている。「等分した長さや

醜になるか考える」。「黒板に画用紙と同じ大き　　液量の大きさを表す分数を『等分割による分数』

さの1（犯ますの絵をかいておき、縦に4等分し　　といい・いくつに分けるかが・あらかじめわかっ

た画用紙を、下から順に重ねていき、4つ分で　　ているから・決められた分数の長さや液量を作

ちょうど1d£になることを説明する」。　　　　　り出すときに使われる」・これに対して・先に見

　そして、この関係をもとに、49ページにおい　　た《商分数の論理に基づく量分数》は「測った

て・ ﾘ翻鷺聯西分の一デ饗蹴激く「難諜繋1
シリットル」といい、静と書きます．　いう分数を『測定による分数』といレ’・未測の

　以上の分析により、国一（1）では、互除法によ　　量を表現するときに・使われる」・

る端下量（液量）の表現を通して、「a個分で1　　　このように・教師用指導書において・これら

になる大きさは÷」という《商分数の論理に基　　の分数は「2つの分数」として区別されている

つく量分数》が教えられていると言える。そし　　わけであるが・先に見た銀林の指摘との関連で

て、（2）では分数の記法を教え、（3）では液量やテー　　は・この「2つの分数」の統一について問題に

プの長さの半端部分を、互除法を用い、《商分数　　しなければならない・

の論理に基づく量分数》によって表現する問題　この点について、教師用書においては、÷の

が出されている。　　　　　　　　　　　　　　定義についての先の引用に続けて・「前時で扱っ

次に、5。ぺ＿ジでは［等しく分けた大きさ］た、はんぱの分数の吉mと比べさせ・等しくなっ

として、以下のように問題が提示されている。　　ていることを確認させたい」とある・この指導

（4）1mのテ＿プを、長さが等しくなるようにお・・ては、÷という分数に関して、2つの論

　　に分けています。　　　　　　　　　　　　理を統一することが教育内容として設定されて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いると言える。
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　　しかしながら、児童用書50ページにおいては　　　　分子といいます。

　《量を表す分割分数》に関する練習問題が続い　　　◆　分母は、もとの大きさをいくつに分けた

ているが、ここには、先に見た《商分数の論理　　　　かをあらわします。

に基づく量分数》による分数の定義と《量を表　　　分子は、分けたものをいくつあつめたかを

す分割分数》による定義とを関連づける記述を　　　　あらわしています。

見ることができない。従って、少なくとも児童　　　この記述より、この教科書では、最終的には

用書においては、定義が異なっても分数の表現　　《量を表す分割分数》が採用されているといえ

する量は同じであるということは教育内容とし　　る。

て設定されていないと言わざるをえない。　　　　　以上の分析により、この教科書における分数

　次に、「回分数のしくみ」（51ページ）では、　　の導入過程について以下のようにまとめること

（分子が1でない）真分数が教えられる。まず、　ができる。

以下のような問題が提示されている。　　　　　　　端下量（液量）の表現として分数を導入し、

　（1）かびんにはいる水のかさは、1d¢とあと　　互除法を用い、《商分数の論理に基づく量分数》

　　何醜でしょうか・　　　　　　　　　　　　　によって単位分数を定義する。次に、同じ単位

そして、4等分の目盛りがついた1d£ますが図　　分数について、単位量の等分割を通して、《量を

示されており・女の子が・rはんぱのかさはぎ尼表現する分割分数》によって議を行なってい

の3つ分になっているわ」と言っている絵も描　　る。ただし、少なくとも児童用書においては、

かれている。教師用指導書によれば、ここでは、　　この2つの定義の結び付けは行なわれていない。

「等分した1つ分の大きさをもとにして、分数　　（分子が1でない）真分数の指導においては、互

の構成と表し方を理解させる」ことがねらいで　　除法は用いず、《量を表す分割分欝によって分

ある。そのために、子どもには「吹き出しの言　　数を定義している。そして、最終的には《量を

葉をもとに考えさせ」、「芽尼は、卸の3つ分表す分割分数》が採用されている．

であることを理解」させる。　　　　　　　　　　このように、この教科書における分数の導入

児童用書では次のように躯臓している．　は、《商分数の論理にもとつく量分数》カ・ら《量

◆麺の3つ分を馳と書き、「齢の三を表す分割分数》へ、という過程を辿って、、る

　　デシリットル」と読みます。躯は、1d£と・・える．

　　を4つに等しく分けた3つ分の大きさで
　　す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・おわりに

　このように、囮一（1）では、《量を表す分割分数》　　　2－（3）で行なった分析から、算数教科書の全

を適用して、「÷のb個分が吾」というように、般的な傾向として次の2点を指摘することがで

単位分数の自然数倍として（分子が1でない）　　きるだろう。（1）連続量の測定において端下量が

真分数が教えられている。従って、ここでは、　　生じる場面が設定され、その端下量の表現とし

先に見た互除法も、《商分数の論理にもとつく量　　て分数が導入されている。（2）その方法としては、

分数》による定義も行なわれていない（以下に　　（互除法ではなく）単位量の分割という方法が採

おいては《量を表す分割分数》の定義を用いて　　られている。分数は《量を表現する分割分数》

解ける練習問題が続いている）。　　　　　　　　として導入されているのである。

　52ページでは、分数の定義について以下のよ　　　このような導入過程については、2－（1）で見

うな記述がされている。　　　　　　　　　　　た、学習指導要領・指導書の規定によるところ

　　　春茅昔のような数を、分数といいまカ・大きいと考えられる．しかしながら、それと

　　す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　同時に、1で見た研究の成果が生かされている

　　　線の下の数を分母といい、線の上の数を　　ことも確かである。ここでは、1で行なった考
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察との関連から、算数教科書における分数の導　　数の論理にもとつく量分数》として分数の定義

入過程について、次の2点を指摘することがで　　を導いている。ここには、分数を、その概念の

きる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　発生過程から説明しようという志向を見ること

　第1に、〈量の分数〉か〈割合分数〉か、とい　　ができる。従って、小数との違いについても、

う問題にっいては、ほとんどの教科書がく量の　　先に見たような説明とは異なった説明が行なわ

分数〉（ここでは《量を表現する分割分数》）を　　れていると見ることができる。ただし、先に指

選択している。ただし、2－（3）一②において見　　摘した全般的な特徴と比較したとき、このよう

たように、この《分割分数》について、《量を表　　な指導過程はむしろ例外に属すると言うべきで

現する分割分数》と《割合を表現する分割分数》　　あろう。

の区別が確立されているわけではない。〈量の分　　　算数教科書における分数の導入過程は、《量を

数〉か〈割合分数〉かという問題は、《量を表現　　表現する分割分数》と《割合を表現する分割分

する分割分数》か《割合を表現する分割分数》　　数》との区別の未確立、発生過程における分数

かという問題として、現在においても残されて　　と小数の違いに関する説明の欠如または不十分

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さという点で、現在の研究成果を踏まえたもの

　第2に、《量を表現する分割分数》を採用し、　にはなっていないと言わなければならない。

単位量のn等分として分数÷を導入した場合、

小数との違いをどのように説明するかという問　　　　　　　　　　　《註》

題が生じる。この点について、教科書では、‘何　　（1）銀林浩「入門期の算数教育一その問題点の徹底

等分するか’という数（n等分の‘n’）の違いと　　　検討」、1991年、太郎次郎社。同「ここが問題、い

して説明されている。換言すれば、分数の特別　　　まの算数教育（小学校中学年編）」、1992年、国土

な場合（分母が10のべきになっている分数）と　　社。「ここが問題だ、今の数学教育①～⑬」、『数学

して小数が説明されているのである。そこには、　　教室』Nα497～509、1993年4月～1994年4月、国

1－（3）（4）（6）において見たような、小数と分数の　　　土社（現在連載中）。

違いを、その発生過程にまで遡って説明しよう　　（2）銀林浩、前掲（1）「ここが問題、いまの算数教育
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